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被爆71年、第24回ヒロシマ市民の描いた

原爆絵画周

開催日時　2016年8月20日（土）ll：00－19：00

8月21日（日）　　9：30－18：00

開催場所　坂戸市文化施設　オルモ

『展示品』

＊ヒロシマ市民の描いた原爆絵画

NO　　　　　　　（各30枚　計60枚）

被爆瓦の展示

＊丸木美術館の絵

＊沖縄戦の写真

＊東日本大震災写真　　　　37枚

＊東電福島原発事故写真　17枚

＊被爆アオギリ2世の展示　1点

アオギリ写真・新聞記事など「坂戸のアオギリは今」

＊各種冊子紹介展示

＊中国侵略パネル　　　8枚

『特別企画』　　21日午後1：30より

＊戦争体験談　熊谷　憲治氏

＊平和の紙芝居　あじさいの会　「純子さんの願い」「コスモス」

『ビデオ上映』　＊はだしのゲン他

入場者数　　8月20日（土）101人

アンケート回収

21日（目）161人　計262人

計102枚

図回



核は人間（すべての命）と共存しない

原爆絵画展坂戸・鶴ヶ島地区実行委

戦後71年、そして広島市民の描いた原爆絵画展も24回目を迎えました。世界

のあちこちで紛争が絶え間なく続く今、核の脅威が年々高まってきています。アメ

リカのオバマ大統領が広島を訪問した時、安倍首相は核廃絶を力強く語っていた。

その舌の根も乾かぬうちに「核兵器禁止条約」には、抵抗反対するという莫逆なこ

とを行っています。唯一の被爆国なのになぜなのか、核兵器廃絶は、うわべだけの

パフォーマンスだったのでしょうか。

今年度の絵画展は英訳での説明もつけられ、とても好評でした。そして、市民

の絵とともに原爆瓦や被燦ガラス片なども展示しました。特別企画としては、戦争

体強談「朝鮮北部をさまよった母子」‥母の背中での（母から聞いた）話を、坂戸市

在住の熊谷憲治さんに話していただきました。また今年度は5年ぶりに取り組んだ

戦争体験寵の中にも書いてある「北朝鮮ピョンヤンからの引き上げ」の紙芝居を地

域のあじさいの会の方々が熱演。戦争の悲惨さそして広島・長崎の思いはずっと伝

えていかなければならないと思います。

2011年の福島第一原発事故、原爆の時と同じように大豊の放射能が飛び散り

ました。現在福島原発の放射能はなくなった・・？整備すれば暮らせる…？こんなこ

とが言われている中で、実際に原爆に適い、原爆症の認定に尽力した医師の肥田舜

太郎さんは、原爆投下後時間がたってから肉親捜しなどで市内に入った人が、次々

と亡くなっていった（内部被曝）ことを見、長期間の健康被害の怖さを訴えています。

ドイツはチェルノブイリ原発事故・福島の原発事故の怖さを知り、2022年末

までにすべての原発を停止、2050年までに再生可能エネルギーへの移行を目指

す方針です。東京新聞にドイツのシュタインマイヤー外相の寄締記事が掲載されま

した。タイトルは、「太陽や風は決して請求書をよこさない」ドイツは2000年以

降、エネルギー部門の抜本的な改革が進められています。段階的に原子力から撤退

していくことを目指しています。日本の国は、原爆・原発という恐怖の中で、何故

エネルギーウェシテ（転換）ができないのだろうか。地球のためにも人類のためにも

急がねばなりません。

最後に原爆絵画展開催に対し、多くの方々の賛同・カンパ本当にありがとうござ

いました。
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2016年・原爆絵画展 �・寄せられた参加者の感想文 

☆　人がやることやどんどんおなくなりになることはないようにして、平和の方が

いいと思います。　（坂戸市・小3“男）

☆　水をのむと死んじゃうことを初めて知りました。（坂戸市・小3・女）

☆　せんそう×　　　（坂戸市・小4・男）

☆　いろんな絵や写真を見て大変だったのを分かりました。（坂戸市・小5・男）

☆　日本が平和でいてほしい。写真や絵を見て、いたそうだった。あとこうゆうこ

とがあったんだなとおもった。　（坂戸市・小5・女）

☆　原爆はおそろしいものだと思いました。（坂戸市・小6・男）

☆　原爆絵画展を見てやっぱり原爆はこわいなあと思いました。これからの未来、

せんそうがおこらないでほしいです。（坂戸市・小6・男）

☆　悲しい気持ちになりました。二度とおこってはいけないことです。

（鶴ヶ島市・20代・女）

☆　平和な時代に生まれ、戦争の辛さを知らないですが残された写真、絵、本など

で知る必要があると思いました。子供たちの未来も平和にしたいです。

（坂戸市・30代・女）

☆　来年は坂戸の実行委員のみなさんの取り組みを参考にぜひ岩槻でも取り組みた

いと思います。　（さいたま市・30代・男）

☆　子どもはこわいと言って絵を観ませんでした。何度見てもすごいと思います。

中国の写真は衝撃でした。（坂戸市、30代・女）

☆　毎年来ていますが、夏のこの時期に改めて平和について考える貴重な機会にな

っています。　（東村山市・30代・男）

☆　生々しく全ての絵から描いた人の感情が押し寄せてくるようだった。3・11の写

真も合わせて、原発の恐ろしさが伝わっていて、とても勉強になりました。次

の機会にも来たいと思います。（鳩山町・30代・女）

☆　土木作業員で福島に行きましたが、ここまで体に惑いとは思っていませんでし

た。あと、今後は世界中に原発が無くなることに期待したい。

（坂戸市・30代・男）

－嗣国王



☆　今、戦争が起きていない状態が幸せで平和なことに気が付かされました。悩み

はたくさんあるけれど、殺される不安はないので、絶対に再び戦争をする国に

してはならないと思います。　（坂戸市・30代・女）

☆　皮膚が垂れるとの表現。ただただ想像してみるが解らず。無念の死にがっしょ

うする。二度とあってはならない、犠牲者の方々の為にも平和を強く願う。

（坂戸市・30代・女）

☆　講演紙芝居を聞き「戦争」とひとくくりにされていたイメージが一人ひとりそ

れぞれの戦争体験があり、ひとえに「戦争」と二文字で語られる事に何か違和

感を覚えた。写真、絵画を見てフツフツと沸き起こる怒り、悲しみ、涙のエネ

ルギーをどう変換させ、戦争を知らない人々（自分も含め）に広め、伝えてい

くのか悩ましくなった。私たち世代が、もっと知って、子どもたちに伝えてい

かなくてはと思った。そして他の国で今現在戦争している国を思い胸が苦しく

なった。　（毛呂山町・30代・女）

☆　8月6日、9日だけでなく日頃から核兵器に対して、根絶しなければならないと

感じるきっかけになりました。このような絵画展は初めて見させていただきま

した。　（坂戸市・30代・男）

☆　自分よりずっとずっと年下の子が食べられず飲めず、苦しんで死んでしまった

こと。たくさんの人が死に、生き地獄を体験したのが、つらくなりました。

（鹿児島県・30代・女）

☆　歴史を受け継いでいく必要があると、再認識をしました。忘れてはならないと

おもいます。（坂戸市“40代・男）

☆　何としても、「戦争法」なくさなければ・‥と思いました。（ちなみに、日本

共産党のしんぶん赤旗の日曜版をとっています。汚い字でごめんなさいo

（坂戸市・40代・女）

☆　貴重な体験談と紙芝居を開けて良かっだです。普段は平和な世の中が当たり前

になっているが、改めて平和とは有り難いとことだと感じました。

（坂戸市・40代・女）

☆　息が苦しくなるような思いで拝見しました。何の罪もない人々、苦しみが伝わ

ってきました。戦争は、やっぱりなくしたいですね。（坂戸市・40代・女）

☆　生々しい被爆者の体験が絵画からあふれていた。あらためて原爆の恐ろしさ感

じました。（川越市・40代・男）
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☆　今の平和な世の中には考えられないです。このようなことが2度とおこらない

ように‥。（坂戸市・40代・女）

☆　「生のもの、生きた声」に触れることが何より大切と思い、毎年息子を連れて

きています。毎年、松岡のおじいさんの紙芝居を何より楽しみにしていました

が、とても残念ですし、体調、心配しております。（鶴ヶ島市・40代・女）

☆　毎年、8月6日と9日、15日には短いながらも黙とうをします。自分は戦後の

人だけれど、小学校の頃はよく「戦争を知らない子供たち」を歌たり、「ガラス

のうさぎ」や「はだしのゲン」の読書感想文を書いたこともありました。大人

になってからも又結婚して子どもたちに忘れてはならない現実を教えてあげ

たい。現在いたるところでコンビニや自動販売機、フアミリリーレストランが

ありますが、ちょっと昔にタイムスリップした気持ちをリセットしてください。

スマホなども休んでください。（坂戸市・40代・男）

☆　見ていると具合が悪くなります。政治的なことは言えませんが最終手段として

戦争はないと思います。（坂戸市・40代・女）

☆　原爆はむごいものだと思いました。（戦争自体も）。早く世の中から核兵器は廃

絶されねばならないと思います。（原発も）。そのためには市民の力《運動》が

必要とも思います。（坂戸市・40代・男）

☆　家の近くでこのような資料に触れられる機会があり良かったです。子どもの夏

休みの宿題《作文》をする参考にし、考えてもらう機会があってよかったですo

戦争は絶対にしてはいけないと改めて思いました。（鶴ヶ島市・40代・女）

☆　これからも、このような催しを続けてください○できれば二日以上開催される

とよいですね。（鳩山町・50代・女）

☆　広島へ足を運んでみたいと思いつつ、この年齢になってしまいました。

どの絵にも辛く悲しい現実が表現され‥言葉をなくします。

（坂戸市・50代・女）

☆　原爆絵画展を開いてくだきり、ありがとうございました。ここにきて原爆の時

の生々しい絵や写真を見せてもらい、戦争はいらない、原爆はいらない、原発

はいらないと改めて切に思いました。

子どもがはだしのゲンのビデオを喰いつくすように見ていましたo学校教育の

中でも子どもたちにもっと教えてほしいです。子どもに戦争の、原爆の怖さを

伝わったかな・‥。（坂戸市・50代・女）
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☆　戦争を語りつぐことは、とても大事なことです。ありがとうございました敬

体験談もとても参考になりました。　（坂戸市・50代・女）

☆　小4の息子を連れてきたが、上手に絵画展の意義を伝えられない自分がいる。

夕食を食べに行こうと連れ出した。嫌がったとのことだが、なんか知ら考えて

ほしい。自分の身に何か起こらないと（自然災害等）解らないのが、人として

の悲しいサガです。　（坂戸市・50代・男）

☆　何度か下唐子の原爆美術館を見学した、そして30年後の今回も違った絵で見ま

して戦争は、恐ろしく無残です。いつまでも平和であることを、また天災もな

るべく起きないことや世界中の戦いがなくなることを祈ります。

（坂戸市・60代・女）

☆　熊谷さんのお話は、実体験にもとづいた、私たちの知らない満州のことを伝え

てくださり、とても良かっだです。ありがとうございました。自国の軍隊は私

たちを守ってくれない。沖縄でも聞いた言葉です。戦争は百雷あって一利なし

との思いを強くされました。企画された実行委員会の皆様にも感謝いたします。

（坂戸市・60代・女）

☆　自分が体験していないので軽々しい言葉は書けない。悲しみ、悲惨さが‥・

二度とあってはいけない、起こしてはいけない。幸せな世界を墓みます。

（坂戸市・60代・女）

☆　「いくさの火種」って、すぐそばにあると思う。気軽に「教育勅語」を子供の

眼に触れる状況を作ってしまう人種もいる。恐ろしい。（坂戸市・60代・女）

☆　余りにも悲惨な原爆の絵を見て、絶対に戦争はやってはダメだと思いました。

戦後100周年になるようみんなで頑張りたい。子供や孫が人を傷つけることの

ない世の中であってほしい。この絵を描いた人々の気持ちに寄り添わなくては。

（坂戸市・60代・女）

☆　人間はなぜ戦争という恐ろしいことを行うのか、人間は、一定の条件の下では

理性を失い恐ろしいことを行うのでは？しかし教育（十分な情報等を得ること）

により理性を失うことを防ぐことが出来ると信じています。平和の必要性を理

解するには、過去の事実を認識し自分の頭で考えなれば日

（坂戸市・60代・男）

☆　伝えていかなければならない、大切なことと思います。（鶴ヶ島市・60代・女）

☆　戦争のない世界への一歩として、この絵画展へ見に来た。（坂戸市・60代・男）
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☆　毎年観させていただいていますが、内容の充実した展示と、体験談などの取り

組みに頭が下がります。戦前に戻っているような社会状況になっています。戦

争体験者が近い将来居なくなってしまう時代が来ます。このような催しがむし

ろこれからも永続させなければ強く思います。（坂戸市・70代・女）

☆　紙芝居とても良かったです。　（坂戸市・70代・女）

☆　30年以上前に、息子2人（現47歳、43歳）に広島、長崎の原爆技下地点を見

せるための旅行をしたことがあり、その時資料館に見ました。子どもたちは今

もその時のことをよく覚えていると言います。

長男の友達のお父さんが、その時、家族を捜し歩いたと聞きました。下の息

子は坂戸の勝呂小を卒業しましたが卒業アルバムの絵（表紙）に原爆ドームを

書き今も残っている。（坂戸市・70代・女）

☆　戦後71年になりましたが、戦前〇年になりませんように。間違った戦争（敗戦

にもつながった）を起こした日本が今、戦勝国の如くふるまっていることに唖

然とします。　（東松山市・70代・男）

☆　広島長崎まで行くことがこの年までなかった故、足を運びました。原爆のみで

なく、日本人の中国における兵のことなども展示ありがとうございました。

（坂戸市・70代・女）

☆　亡くられた方は生まれた時代が悪かったですね。私は津波で死んだ人よりかわ

いそうです。海の近くに住む人は津波が来るのはわかっているんですもの。原

爆はわからない。（坂戸市・70代・女）

☆　見るのが幸いほどでした。戦争はもちろんのこと‘‘核兵器廃絶運動が世界中で
“を願います。戦争は絶対に起こしてはいけないと思います。

（坂戸市・70代・女）

☆　原爆絵画がリアルでした。また日本は他国に大変なことをしてはったと思いま

した。戦争の種は絶対やめるべきです。未来の子どもたちの為にも。

（戸田市・70代・男）

☆　原爆の悲惨さは写真では何度も見て記憶していましたが、絵画は実際に被爆体

験をされた方々の立場から深い悲しみ、苦しみ、不条理、絶望が描かれていて、

深く深く心に訴えるものを感じさせてくれます。忘れることのできない経験を

させてくださった企画展を開催してくださったことに深く感謝しています。

（坂戸市・70代・男）
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☆　絵画展を見て二度とあってほならないと感じ、これから先が平和で過ごせるよ

う願うのみです。　戦争を知らない人たちにこういう絵画展はとても必要だと

思います。　（坂戸市・60代・男）

☆　毎年ご苦労様です。　（日高市・60代・男）

☆　私の母も長崎出身で今年90歳になります。原爆手帳を持っています。幸い軽

いため健在ですが、若い時はつらい思いをしたようです。（坂戸市・60代・男）

☆　8月21日に参加させて頂きました。とても心に残りました。お諸子紙芝居、実

行委員会の方、ご苦労様でした。　（坂戸市・60代・女）

☆　核兵器のない世界にしなくてはいけません。原爆で亡くなられた方々のご冥福

を祈ります。　（坂戸市・60代・男）

☆　毎年企画して下さい。小中高校生にもPRして多く参加してもらえるようにして

ください。　（坂戸市・60代・男）

☆　学生の頃、広島を訪ねて、いろいろ考えさせられました。戦争を体験した、父

も母ももう亡くなり、体験していない私ですが「戦争反対」は、子どもに伝え

ています。たくさんの人に、絵を見てもらいたいです。（坂戸市・60代・女）

☆　中学一年生の頃、池袋西武デパートで、原爆展を観ました。そのときは、長崎

に落とされた、「アトミボーイ」という実物大の模型があったことを、今もおぼ

えています。　（坂戸市・60代・男）

☆　むごい話です。70年前に現実に行った事実を忘れてはいけないんです。この

方々の命が今の平和を築いているんですね。（毛呂山町・60代・女）

☆　二度とあってはならない、これらの悲惨なことは過ぎ去った過去のことではな

．く、今の問題もあると捉えています。関係者の皆様、お疲れ様でした。

（鶴ヶ島市・60代・女）

☆　原爆にしろ原子力発電にしろ、核はおそろしい。次の世代にあってはならないo

（坂戸市・70代・女）

☆　大変だと思いますが、原爆絵画展を続けてください。（坂戸市・70代・男）

☆　体験はありませんが日本が戦争をしないように。外国の人々と助け合いながら

生きられるよう。微力で年齢も高いものですが自分で出来ることに参加協力し

て人生を終えられたらと祈り頼っています。（坂戸市・70代・女）

☆　毎年1回でなく、普段に続けることが大切です。（坂戸市・70代・男）

館翰 輝線



☆1941年生まれ、戦後はなかなか帰いりませんでした。大変な時代でした。原爆

は嫌です。戦後はどうでしたか。（坂戸市・70代・女）

☆　言葉にならない悲惨さ、残酷さ、希望ある将来を一瞬にして抹殺するむごさの

実態を一人でも多くの人に知ってもらいたい。他人事では済まされない戦争の

むごさを心に刻んでほしい。（坂戸市・80代以上・男）

☆　昨年に続いて、今年も閲覧させて戴きました。特に写真集沖縄戦・広島・長崎

の印象的でした。昨日のことが今日のように脳裏に浮かんできました。

（坂戸市・80代以上・男）

☆　戦中、集団疎開、いじめ、栄養失調、戦後、貨幣価値の切り下げ飢え、進学

できず。今は戦争の悲惨さを絵に書いて、次世代に伝えています。

（川越市・80代以上・女）

☆　あの悲惨な戦争が二度と繰り返すことの無いようただお祈りするばかりです。

この絵画展は全国津々浦で開催することを望みますo（坂戸市・年代不明・男）

被爆71周年、第24回ヒロシマ市民の描いた

康絵画展入撫料
才 2016年8月20日（土）佃1100一間700

2016年8月21日〈日）l旧　930－PH600

板戸市文化施設オルモ（東武東上線北坂戸駅東口すぐ前）

：＜調書S＞　　　i

阜護叢：脚〉
l　軸の綬居鎚さいの会

し＿＿竺どの願いi L

今年I£言披郷　敗穀から71年です，

1945年8月6日、広島に好とされた頭織，

被過した市民の緒いた何千牧もの錠田，
広島市民の手による、あの日の広島の語録，

その絶瞳の一統をお借りし、慮示いたします，

とうそ、ご賢ください．

ふるさとの美しい風展、

かけがえのない子どもたちの永楽、

私たちの大切なものを　失わないためi二言

意借な載亀を、二度と繰り返さないために。

原握絵画震板戸・鎮ヶ島地区実行委員会のホームページをご覧ください。
これまでの絵画展の報告書を掲載しています。
「原郷絵雷電」、または．「贋賦鏡面属坂戸・陸ヶ金地瞳実行婁貴会」で慎ましでください．

星図－

主催：原爆絵画展坂戸“鶴ヶ島地区実行委員会 
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細置場筆書8日軍書の寒露功の季＝dbl＝

霜ム簾さもも噛ま青書しまで「

2016年8月20・21日に開催された原爆絵画展に多くの方から協賛金が

寄せられました。

お名前の出せる方のみ、以下に掲載させていただきました。

ご協力を感謝します。（敬称略・順不同）

新井利之　秋山博史　浅野毅彦　池辺秀人　池辺悠子　池辺義文　板倉　聡

板谷真理　上田海高子　上田典男　大野良夫　沖松信夫　小川利鞘　岡野　勉

落合正史　加藤富士雄　川村訓史　川村まり子　熊谷憲治　熊谷悠平　越川　求

小林悦子　佐藤郁子　佐藤公子　佐藤昭弘　佐藤俊太郎　佐藤芙由子　佐藤芽生

清水　誠　清水はるみ　白石俊夫　白石美恵子　関口正人　滝口正明　瀧港威光

武井　誠　武井真澄　武井真人　武井久美子　武井倫太郎　武井革介　武井通子

武井マイケル　武井ラフェル　武井芙由子　高原民恵　高橋　剛　商比良怜子

高柳允子　津寡聞和子　辻谷清江　長沼清美　南雲武雄　中野京子　成田美智子

中港てる子　中溺雄一　中澤きよみ　野口巳義　根岸　操　橋本容子　林　まり

長谷川善夫　平岡紗来　同仁田香代　町田武俊　円城忠文　ヤロ・ムサ・ジャック

山崎幸雄　横溝光男　嵩島昭和

きままや

坂戸市　　坂戸市教育委員会　　坂戸市議会議長

鶴ヶ島市

社民党坂戸総支部

埼玉教職員組合入間北単組　建設ユニオン

会場カンパ

ほか多教ご協力いただきましたこと、慎んでお礼申しあげます。

なお、誤字、記載もれ等失礼がございましたらご容赦ください。

［原爆絵画展ボランティア・スタッフ］

池辺・上田・岡野・lii村・熊谷・越川・桑原・佐藤・白石（俊・美）

武井（誠・真）・津幕間・中野・奈良間・平岡・町田・安田・山崎・吉田
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